
　
現
状
と
課
題

　
基
本
理
念
と
基
本
方
針

　
立
地
計
画
と
配
置
計
画

談
、
情
報
発
信
な
ど
の
場
が
不
足

・
被
災
に
よ
り
転
居
や
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
市
民
や
事
業
者
も
多
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
が
必
要

◆
課
題
３
「
市
庁
舎
の
耐
震
性
・
行
政

機
能
」

・
本
庁
舎
の
耐
震
性
能
の
不
足

・
本
庁
舎
（
昭
和
47
年
竣
工
）、
分
庁

舎
（
昭
和
37
年
竣
工
）
の
老
朽
化
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
機
能
の
不
足

・
行
政
機
能
の
一
部
分
散
化
（
部
や
課
）

に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
効
率
の

低
下

◆
課
題
４
「
宮
古
保
健
セ
ン
タ
ー
」
の

本
復
旧

・
現
在
、
仮
設
施
設
（
被
災
前
の
約
半

分
の
面
積
）で
業
務
を
行
っ
て
い
る
が
、

施
設
が
狭
い

・
中
心
市
街
地
か
ら
離
れ
て
お
り
、
妊

産
婦
や
高
齢
者
な
ど
の
利
用
が
不
便

・
他
庁
舎
と
離
れ
て
い
る
た
め
、
福
祉
・

介
護
と
の
業
務
連
携
を
高
め
る
こ
と
が

必
要

　

用
地
は
宮
古
駅
南
側
の
約
１
・
６
㌶

の
区
域
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
施
設
の

配
置
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
、
周
辺
交
通
へ
の
影
響
、

周
辺
土
地
利
用
と
の
関
係
を
考
慮
し
て

検
討
し
ま
す
。

　

次
の
基
本
理
念
と
基
本
方
針
に
基
づ

い
て
検
討
し
ま
す
。

　

◆
基
本
理
念
❶
…
市
民
の
安
全
・

　

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
「
災
害
に

　

強
い
ま
ち
」
の
中
心
と
な
る
施
設

【
基
本
方
針
】

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
代
替
設
備

・
物
資
の
保
管
・
集
配
機
能

・
津
波
や
浸
水
を
想
定
し
た
施
設

・
正
確
な
情
報
伝
達
と
効
率
的
な
指
揮

命
令
系
統

・
防
災
教
育
・
防
災
学
習
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基
本
構
想
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

広
報
６
月
１
日
号
10
、
11
㌻
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、「
市
町
村
合
併

と
人
口
減
少
」「
東
日
本
大
震
災
と
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
」「
公
共
施
設
の
適

正
配
置
の
必
要
性
」「
公
共
交
通
体
系

の
構
築
」
と
い
う
課
題
の
解
決
を
目
指

し
ま
す
。

◆
課
題
１
「
防
災
・
災
害
対
策
機
能
」

・
防
災
や
災
害
対
応
の
拠
点
（
災
害
対

策
本
部
）
の
機
能
を
見
直
す
こ
と
が
必

要・
迅
速
な
避
難
行
動
を
可
能
に
す
る
た

め
、
一
時
避
難
場
所
が
必
要

・
物
資
集
配
・
保
管
機
能
を
持
っ
た
、

中
継
拠
点
と
な
る
施
設
が
必
要

・
自
然
災
害
を
理
解
し
、
防
災
を
学
習

す
る
場
や
防
災
の
実
技
を
体
験
す
る
場

が
必
要

◆
課
題
２
「
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
」

へ
の
対
応

・
子
ど
も
、
子
育
て
世
代
、
高
齢
者
な

ど
の
活
動
の
場
、
相
互
交
流
、
生
活
相

　

市
は
、
宮
古
市
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
市

民
検
討
委
員
会
で
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

事
業
の
基
本
的
な
考
え
方
や
各
課
題
へ
の
対
応
な
ど
、
大
ま
か
な
方
針
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
市
企
画
課
（
市

役
所
４
階
）、
各
総
合
事
務
所
、
各
出
張
所
、
市
立
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
、
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま

す
。
市
民
説
明
会
の
開
催
日
程
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
可
）

で
も
各
種
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

市
企
画
課
市
街
地
施
設
推
進
室
（
☎
�
９
０
８
９
）　

中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事
業

【図１】事業予定用地と施設配置（イメージ、11月１日現在）
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施
設
の
役
割

　

◆
基
本
理
念
❷
…
市
民
の
活
動
・
交
流
の
拠
点

　

と
な
り
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
施
設

【
基
本
方
針
】

・
多
彩
な
市
民
活
動
や
生
涯
学
習
活
動
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
活
動
の
場

・
幅
広
い
世
代
が
集
い
活
動
し
交
流
で
き
る
場

・
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
な
ど
の
支
援
機
能

・
市
民
が
自
由
に
集
い
、
情
報
を
発
信
で
き
る
場

　

◆
基
本
理
念
❸
…
便
利
で
わ
か
り
や
す
い
親
し

　

み
の
あ
る
施
設

【
基
本
方
針
】

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
全
て
の
人
が
快
適
に

利
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
）

・
掲
示
板
や
案
内
図
な
ど
の
充
実

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス（
１
つ
の
窓
口
や
フ
ロ
ア

で
複
数
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
）

・
分
散
し
て
い
る
行
政
機
能
の
集
約

・
周
辺
の
景
観
と
調
和
し
た
親
し
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン

・
傍
聴
機
能
の
充
実
な
ど
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

　

◆
基
本
理
念
❹
…
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

【
基
本
方
針
】

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

・
設
備
改
修
、
設
備
更
新
に
配
慮

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用

2015.1.1❼ 広
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拠
点
施
設
全
体
を
「
地
域
防
災

拠
点
施
設
」と
位
置
づ
け
、「
防
災
・

地
域
活
力
創
出
拠
点
施
設
」「
市

庁
舎
」「
保
健
セ
ン
タ
ー
」
の
３

つ
の
機
能
を
配
置
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。災
害
時
に
は「
市

民
を
守
る
施
設
」
と
し
て
機
能
す

る
役
割
を
持
た
せ
ま
す
。（【
表
１
】

参
照
）。

　

整
備
す
る
施
設
は
、
市
内
各
地

区
の
防
災
・
災
害
対
策
拠
点
の
中

心
的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
災
害

時
に
は
災
害
対
策
本
部
と
し
て
各

拠
点
と
連
携
し
な
が
ら
応
急
対

策
活
動
を
行
う
場
と
な
り
ま
す
。

（【
表
２
】
参
照
）。

中心市街地拠点  基本構想

　
　
　
　
　
　

※
８
㌻
に
続
く

【表２】災害時の各拠点の役割（津波被害を想定した場合）

中心市街地拠点
（地域防災拠点施設）

・防災機能の中枢（災害対策本部）
・情報収集、伝達、情報発信、物資の集配、救助、
支援活動の拠点

西エリアの拠点
（新里、川井）

・沿岸エリアへの後方支援の基地（物資の集
配など）

北エリアの拠点（田老）
南エリアの拠点（津軽石、重茂）

・避難場所や避難経路の確保、救援救護活動の
基地（物資の集配など）

【表１】地域防災拠点施設としての役割

防災・地域活力
創出拠点施設

市庁舎（本庁舎） 宮古保健センター

平
常
時

・防災教育、防災学習の場
・活動（軽運動・音楽など）
の場
・交流、ふれあいの場

・窓口業務機能
・行政機能（福祉、教育、
産業ほか）の場など

・保健指導
・健康相談の場など

災
害
時

・避難者の受け入れ機能
・被災者支援機能

・災害対策本部機能
・物資集配機能
・備蓄倉庫機能

・被災者支援機能
・医療チームなどの活動支
援機能

北海道乙部町ホームページより山口県萩市ホームページよりイメージ



　
基
本
計
画
策
定
に
向
け
た

　
今
後
の
課
題

2015.1.1 ❽広
報

　

施
設
の
規
模
は
、「
１
万
５
３
６

０
平
方
㍍
（
概
算
、
左
に
内
訳
）」

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

○
内
訳

・
防
災
・
地
域
活
力
創
出
拠
点
施
設

＝
約
４
４
１
０
平
方
㍍

・
市
庁
舎
（
本
庁
舎
）
＝
約
１
万
平

方
㍍

・
宮
古
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
約
９
５
０

平
方
㍍

※
施
設
の
機
能
の
具
体
的
な
検
討
を

行
う
、
基
本
計
画
策
定
時
に
詳
し
く

検
討
し
て
い
き
ま
す

　

建
設
単
価
と
施
設
規
模
を
基
に
計

算
す
る
と
、建
設
費
は
約
61
〜
70
億

円
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
他
に
設

計
費
、
用
地
の
取
得
や
整
備
費
、
備

品
・
消
耗
品
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
建
設
単
価
は
、
全
国
自
治
体
の
近

年
の
庁
舎
の
整
備
事
例
や
計
画
事
例

を
基
に
、
１
平
方
㍍
当
た
り
40
〜
45

万
円
を
想
定
し
ま
す

　

整
備
財
源
は
広
報
８
月
15
日
号
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
▼
復
興

交
付
金
（
防
災
・
地
域
活
力
創
出
拠

点
施
設
）
▼
合
併
特
例
債
（
市
本
庁

舎
）
▼
災
害
復
旧
費
（
宮
古
保
健
セ

ン
タ
ー
）
▼
一
般
財
源̶

を
想
定
し

ま
す
。

【
平
成
26
年
度
】
基
本
構
想
、
基
本

計
画

【
平
成
27
年
度
】
基
本
設
計
、
実
施

設
計
、
建
築
確
認
申
請

【
平
成
28
年
度
】
建
設
工
事
着
手

【
平
成
29
年
度
】
建
設
工
事
完
了

【
平
成
30
年
度
】
供
用
開
始

※
本
事
業
は
、
活
力
あ
る
中
心
市
街

地
の
形
成
を
支
援
す
る
た
め
の
津
波

復
興
拠
点
施
設
の
整
備
が
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
復
興
交

付
金
、
災
害
復
旧
費
お
よ
び
合
併
特

例
債
に
よ
る
整
備
期
限
が
迫
っ
て
い

る
こ
と
、
将
来
的
に
整
備
す
る
こ
と

は
財
源
確
保
の
面
で
困
難
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
検
討
が
必

要
に
な
り
ま
す

　

市
民
検
討
委
員
会
な
ど
か
ら
出
さ

れ
た
次
の
課
題
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

◆
施
設
の
集
約
や
跡
地
の
利
活
用

　

本
庁
舎
や
分
庁
舎
、
保
健
セ
ン

※
７
㌻
か
ら
続
く

タ
ー
は
耐
震
性
や
老
朽
化
、
行
政
効

率
な
ど
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
集
約

を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
現
在
あ
る
施
設
（
本
庁
舎
や

分
庁
舎
）
の
用
地
に
つ
い
て
、
宮
古

駅
南
側
の
拠
点
施
設
と
結
ぶ
新
た
な

拠
点
と
し
て
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
多
く
の
人
々
が
集
う
憩
い
の
場

を
計
画
し
、
中
心
市
街
地
地
区
へ
の

波
及
効
果
な
ど
を
考
慮
し
ま
す
。

◆
施
設
規
模
の
算
定

　

防
災
・
地
域
活
力
創
出
拠
点
施
設

は
、
周
辺
人
口
や
施
設
利
用
者
か
ら

想
定
さ
れ
る
一
時
避
難
人
口
２
千
人

（
見
込
み
）
の
受
入
機
能
の
ほ
か
、

被
災
者
支
援
機
能
に
必
要
な
面
積
に

よ
り
規
模
を
算
定
し
ま
す
。

　

ま
た
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
利
用
想
定

な
ど
の
調
査
に
基
づ
き
、
平
常
時
に

使
用
す
る
各
部
屋
の
機
能
や
面
積
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

本
庁
舎
は
将
来
的
な
業
務
量
と
職

員
定
数
を
考
慮
し
、
適
正
な
規
模
を

検
討
し
ま
す
。

◆
宮
古
駅
の
南
北
を
結
ぶ
自
由
通
路

の
確
保

　

来
訪
者
の
利
便
性
や
地
域
の
賑
わ

い
、
災
害
時
の
避
難
経
路
を
確
保
す

る
た
め
、
宮
古
駅
の
南
北
を
結
ぶ
自

由
通
路
を
確
保
し
ま
す
。

　

今
後
は
施
設
の
配
置
計
画
と
並
行

し
て
、
自
由
通
路
の
形
状
や
利
用
形

態
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。

◆
洪
水
対
策

　

本
事
業
の
用
地
を
含
む
市
街
地
の

多
く
は
、「
宮
古
市
総
合
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
で
示
し
て
い
る
通
り
、

１
０
０
年
に
１
度
程
度
の
大
雨
に
よ

る
洪
水
（
河
川
が
氾
濫
）
で
、
２
〜

５
㍍
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

対
策
と
し
て
、
用
地
の
造
成
や
排

水
対
策
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
や
、
ソ
フ

ト
面
で
は
災
害
発
生
時
の
支
援
体
制

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

◆
交
通
対
策

　

施
設
の
整
備
に
よ
り
周
辺
道
路
の

交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
出
入
口
の
分
散
や
導
入
車
線

（
右
折
レ
ー
ン
）
の
整
備
な
ど
の
対

策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
来
訪
者
の
公
共
交
通（
鉄
道
、

バ
ス
）
の
利
用
を
促
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
現
在
「
三
陸
沿
岸
道
路
」「
北

部
環
状
線
」
と
「
宮
古
西
道
路
」
の

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
路
線
の
整
備
に
よ
り
、
通
過
交
通

量
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
早
期
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中心市街地地区
都市計画事業の認可を受けました

　中心市街地地区津波復興拠点整備事業に関
し、平成26年９月４日に都市計画決定した「一
団地の津波防災拠点市街地形成施設（中心市街
地地区）」について、岩手県知事から平成26年
11月11日に都市計画事業の認可を受けました。

　この認可に伴い、事業地内の土地の有償譲渡
や建築物の建築などを行おうとする場合には、
市に届け出が必要になります。
　事業の詳細については、市都市計画課で平成
29年３月31日まで縦覧を行っています。

■問い合わせ　市都市計画課市街地拠点整備
室（市都市整備部第二事務所、☎68-9132）

市民ワークショップが
スタートしました！

　まちづくり市民会議・第１回ワークショッ
プを11月29日、市役所６階大ホールで開催し
ました。
　基調講演では、弘前大学の北原啓司教授が
『まち育てのススメ』と題して、まちづくり
とは「人の五感で、まちをたべる人（＝市民）」
が「まちを育て、自分たちの大事な場所」を
つくること、とのお話しをいただきました。
　ワークショップでは、高校生から40歳まで
の市民と弘前大学の学生スタッフなど49人が
７班に分かれて「まちの活性化」のイメージ

をそれぞれ書き出し、語り合い、班ごとに発
表を行いました。
　今後も継続して、「中心市街地地区の活性
化」のアイデアを話し合っていきます。

意見を交わし合う参加者の皆さん

出前講座に伺います！

　市まちづくりふれあい講座として、事業に
ついて皆さんのところに出向いて説明しま
す。
■対象　市内に在住、在勤または在学する５
人以上で構成されたグループ（団体、サーク
ル、自治会など）
※会場の手配（市内であること。個人宅は不
可。会場使用料はご負担ください）や当日の
進行などは、申込者（主催者）が行ってくだ
さい
■時間　午前９時から午後９時までの２時間

以内
■内容　宮古駅南側で計画している施設の整
備計画について
■申し込み方法　申込書を持参・郵送・ファ
クス・電子メールのいずれかで提出してくだ
さい。申込書は市役所、各総合事務所、各出
張所で配布するほか、市ホームページからも
ダウンロードできます。
※日程調整をお願いする場合があります
■申込期限　開催希望日の２週間前まで
■申込先・問い合わせ　市教委生涯学習課社
会教育担当（新里庁舎２階、〒027-8501住所
不要、☎68-9119、f72-2176）


